
既存の待合所は閉じたような印象があり、利用者が限られる印象
を受けました。船を待つ人だけではなく、島の住人や観光客が
ふらっと気軽に立ち寄ることのできるキオスクのような、ハレと
ケが融け込む建築とします。
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瀬戸内海の豊かな環境全体で「待つ」という行為を迎え入れる「ところ」を設えます。
多様化した「待つ」という行為を、待合所という機能を超えた「待合いどころ」が受け皿となり、
多様な人々が島に流れる緩やかな時間の中で、選択的に時間を過ごすことのできる空間をつくります。

・木造解体は有機物を多く使用しているた
め他の構造物に比べ環境負荷が低くなりま
す。

・資源を再利用でき、資源の節約や廃棄物
の削減に繋げます。

・重機や人材などの工事費用、廃材処理費
用が他の構造物に比べ安くなります。

3 方向を海、1 方向を集落という環境に対してすべての面が
「おもて」となるように立面をつくっていきます。北側の海、
西側の造船所、南側の集落の家並み、山並みといった大崎上
島特有の風景を屋内の待合いどころから眺めることができま
す。また、建築の外形を正方形にすることでどの方向からも
わかりやすく、港全体のアイコンとなり、人々を向かい入れ
ていきます。各方向の敷地条件から、壁をセットバックし、
庇の深さを調整していくことで、各立面ごとの居場所に微差
がうまれていきます。

島に住む
おばあちゃん

島に住む小学生

東広島市内に
勤務する人

ガスを運ぶ人

商船生

造船所従業員

呉市内の大学
に通う学生

叡智学園の学生

観光客

平面図 1/80

潮待ち・風待ちの街として、他者を「迎え入れる」
ことで繁栄を遂げてきた瀬戸内海の島々。大西港
のある大崎上島もその島の一つとして繁栄を遂げ
てきました。かつての潮待ち・風待ちといった単
一的な目的から、通勤・通学や観光など、港を訪
れる目的が次第に多様化してきました。そんな多
様化した「待つ」を、緩やかな時間が流れる島の
なかで、瀬戸内の豊かな環境と共に過ごすことの
できる「ところ」を提案します。

大きな待合室を中心とした配置計画にする
ことで諸室のどこからでも利用者の気配を
感じることができ、管理が行き届きやすく
なります。また、床は土間コンクリート金
コテ仕上げにすることで、ゴミや埃の掃除
などの手入れが容易に行えます。

断面図 1/50

3 層の構成による、明るく快適な空間

瀬戸内の大きな環境を迎え入れる断面

船を待つ間
勉強をする

育てた野菜
を売りに来る

不定期でコーヒー
を販売しにくる

散歩の途中
休みに来る

脱炭素化への配慮

住宅地

造船所

瀬戸内海 発着場

駐車場

配置図 1/500

既存の待合所の多くは諸室がまとまって配置さ
れており、一定の方向を壁で閉じられています。
そのため、決まった方向にしか開かれず瀬戸内
の豊かなの環境を十分に活かしきれていないよ
うに感じます。

瀬戸内の風景に馴染む焼杉仕上げ

・木造とすることで杭工事等の関連工事費を削減します。

・建材には県産材を用いることで運搬にかかるコストを削減
すると共に、広島に新たな経済の循環をつくります。

・柱割は在来構法のモジュールとし、規格品や既製品を効果
的にかつ意匠的に用いることで予算の範囲内で明るく快適な
待ち合い空間をつくることを徹底します。また、低コスト・
短工期を可能にします。

既存の待合所

各諸室を周囲の環境に合わせてずらしながら配
置することで生まれた隙間から風や光、風景を
取り込みます。諸室の間の空間は「待合うところ」
となり、目的の異なる人が目的に合わせて待つ
ことのできる空間をつくります。

提案

まちに愛され、長く残り続けるための木造
ライフサイクルコストへの配慮

周辺環境への配慮 / 効率的な維持管理への配慮

港全体が待合所のようになる、待合いどころへ

この待合所がまちに愛され、長く残り続けために、住人を
はじめとした利用者の方々、施工者、行政の方々たちと一
緒に考えながらともにつくりあげていきます。そのために、
在来構法の基本モジュールによる「諸室」と 1,820mm スパ
ンの「格子梁」、「屋根」という単純な構成でつくられる建
築は、設計段階での規模の縮小やそれに伴うプラン変更に
も対応できます。また、規格材を用いた在来構法であるため、
予算に応じた設計変更を容易に行うことができます。

島のシンボルとなる外観

対応可能な要素

各諸室の配置

建物の規模

建物の高さ

庇の長さ

みんなで考え、共につくりあげる

人 と 環 境 を 迎 え 入 れ る 、 待 合 い ど こ ろ

「待合所」から、瀬戸内の豊かな環境全体で待つことのできる「待合いどころ」へ

外装仕上げ：焼杉
下地板：石膏プラスターボード　t=9.5mm
浸透防水シート

格子梁：120mm×120mm

周辺環境への配慮

ユニバーサルデザインへの配慮

ふらっと立ち寄ることができる、暮らしと旅に融け込む待合どころ

四周全てが「おもて」となる立面

連続性のある伸びやかな空間

島嶼部に見られる焼杉仕上げの家並み

傷んでしまった焼杉

部分的に取り替え可能

開口部：アルミサッシ

天井：FRP平板　t=3mm　下見張り
野縁受け：35mm×35mm

屋根：ガリバリウム鋼板　t=0.35
防水層：アスファルトルーフィング
下地：構造用合板　t=12mm

床：土間コンクリート t=100mm　金コテ仕上げ

人のための層

風のための層

光のための層

□つくるとき

庇：溶融亜鉛メッキ　t=24mm

アイソメ図

□完成したあと □建て替えるとき

ブレース：鉄筋φ10mm

屋根：ガリバリウム鋼板　t=0.35
防水層：アスファルトルーフィング
下地：構造用合板　t=12mm

日光

1FL の床は土間コンクリート、金コテ仕上げにする
ことで埃などのゴミが掃除しやすく、維持管理が容易
に行えます。

格子梁にかかる水平応力を負担します。

庇を出すことで壁やガラスを雨風から守ります。

釣り人

最上段から入り込む光は中間層の架構を通じて木陰
のような柔らかな光となり、１層目へと降り注ぎま
す。

大西港からみえる大崎上島の海・家・山並み

大きく張り出した 2層目の屋根は夏季は日射を遮り、
冬季は日差しを取り入れることで熱負荷の少ない空
間とし、屋内環境を整えます。

トラス：150mm×150mm

港の豊かな環境を活かしきれていない空間構成

視線が海へと抜ける

ガラス張りの最上段からは常に安定した光が降り注
ぐため、人口照明に頼らない採光が可能です。段々
の形状を利用し、温度差でできる熱だまりを排気で
きるため空調に頼らない自然換気を可能にします。

1層目は、周囲の環境に合わせずらしながら諸室を
配置することで間の空間全てが待ち合える「ところ」
となります。四方に設けられたガラスからは光と風
が入り込み、利用者は自分で好きな場所を選択しな
がら時間を過ごすことができるようになります。

近所に住む人

諸室の天井には FRPを用いることで、日中は柔ら
かな光が降りてきます。日中は人工照明に頼らない
採光が可能です。

高さ 1,050mmの 2層目は、風を諸室と待合室に取
り込み、換気の役割を果たします。

冗長性のあるプランニング

不定期で魚を
販売しにくる

・木造とすることで躯体の修繕費用を縮減
し、ランニングコストを抑制します。

・高い耐久性を持つ外装材の焼杉は長い年
月建物を護り続けてくれます。

・住民が気軽に参加できるマーケットで出
た利益の一部を施設の維持管理費に回す
ことができます。

仕事の休憩
時間休みに来る

友達と話
に来る

売店にお菓子
を買いにくる

島のこと
を知れる

平面計画

断面計画立面計画

これからの待合所のあり方について

これからの待合所のあり方について

待合いどころ

帰り道少し
くつろぐ

気晴らしに勉強
をしにくる

効率的な維持管理への配慮

1FL(GL＋100mm) の待合室までは、敷地
境界線から緩やかにスロープで繋げること
で段差を解消し、バリアフリーとします。
また、屋内外をまたがるようにベンチを設
えることで、誰でも気軽に休憩することの
できる空間を周囲につくります。

フラットなワンルーム空間

外装には焼杉を使用します。焼杉は瀬戸内海の島嶼部にお
いて古くから塩害対策のために外装材として用いられてき
ました。仕上げを焼杉にすることで瀬戸内の街並みを想起
させるだけでなく、素材そのものはほとん痛まないためメ
ンテナンス費用が抑えられ、仮に痛んでしまってもその部
分だけ張り替えるメンテナンスが容易に行えます。また、
焼杉は経年変化によって色味が変化するため、島の住人た
ちは時間の経過を「待合いどころ」と共に感じ取ることが
できます。

瀬戸内海の島嶼における船の待合所は島の顔になり得ると
考えます。島の景観を維持しながら、日常的に利用する島
の住人や久しぶりに帰省する人、初めてやってくる観光客
にとっても変わらず迎え入れてくれるような明るく、懐の
深い建築を考えました。縁側のように四周を取り巻く高さ
2,500mm の庇は人々を迎え入れ、最高高さ 5,400mm の屋
根は少し離れた場所からでも認知でき、夜は海を照らす照
明の役割も果たします。

規模の変更が容易なプラン 高さも自由に変更できる 待機レーン側から見る

夜は屋内の照明がぼんやりと周囲を照らす

男子
トイレ

女子
トイレ

多目的
トイレ

事務所

俯瞰ダイアグラム

売店

待合室

木陰のような光が降り注ぎ、視線が海へと抜ける待合室

外からも直接販売ができるようカウンターを設える。

低く大きな軒は、瀬戸内の穏やかな海の水平線を強調し、風景を顕在化していく。 座ることも寝転がることもできる大きな縁側空間となる。

022

天井高が高く、明るく、快適なトイレ
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55
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神峰山

集落

瀬戸内海

島田畑

瀬戸内の豊かな環境に建つ

待合いどころ

多様化した「待つ」を迎え入れる平面

□寝っ転がれるところ

□勉強できるところ

□販売できるところ

□座れるところ

事務室
GL＋200

GL＋100

GL＋100

GL＋100

GL＋100

GL＋100

待合室

自販機
置き場

掲示板

SK
掃除具入れ

ベンチ：躯体と一体施工　
H：＋400

ベンチ：躯体と一体施工　
H：＋400

ベンチ：躯体と一体施工　
H：＋400

カウンター　
H：＋850

カウンター　
H：＋850 カウンター　

H：＋850

冷蔵庫 ミニキッチンリヤカー

掲示板

吊り下げ
TV台

売店

倉庫

女子トイレ

多目的トイレ

男子トイレ

事務室の角にフェリー、浮桟橋、待機レーンが
よく見えるよう大きな窓を設える。

・多方向にひらけた待合室
中心にある大きな待合室から多方向に視線のぬけ、風のぬけをつくり、一定の方向性を持たない、

全方向にひらけた待合室となる。

・小さな居場所となるカド
部屋を雁行配置していき中と外にたくさんのカドをつくっていく。カドは小さな個人の居場所

となり、個人個人が自由に船の時間を待つ場となっていく。

待合室が見渡せる大きな窓を設え、管理が行き
届くようにする。

待機レーン側に勝手口を設け、円滑な誘導案内
を行う。

基礎と一体に施工したベンチ。内外を横断して
立ち上げ、繋げる。

掲示板とともにホワイトボードを設
え、学生同士の話し合いなども行える。

引き違い窓を設え、南側
にも風が吹き抜ける。

外側にも待合のベンチを設えることで一休みで
きる場所をつくる。座ることも寝転がることも
できる大きな縁側空間となる。

□空を見上げるところ

□海を眺めるところ

真ん中の大きな空間はH5400 のハイサイドライト
からたっぷりと太陽の光が入り込む。時間帯によっ
て空間の様相が変化していく。

海に一番近い大きな軒下の空間。低く大きな軒は、
瀬戸内の穏やかな海の水平線を強調し、風景を顕在
化していく。

外形を凸凹させ、小さなたまり場をつくる。
建築に裏をつくらず人の居場所を生む。

島に住む学生が船を待っている間に
ちょっとした宿題や仕事ができるデスク

西側の風景を取り入れる窓。
造船所の風景が待会いどころに
入り込んでくる

島の住人が育てた野菜や漁師の魚が並ぶ
マーケットや朝市にも使える半屋外空間。
外からも直接販売ができるようカウンター
を設える。

待合所 57 ㎡
12.5 ㎡
5.6 ㎡
13 ㎡
10.6 ㎡
9.4 ㎡
5.3 ㎡
113.4 ㎡
211 ㎡

売店
倉庫
事務所
男性用トイレ
女性用トイレ
多目的トイレ
延床面積
建築面積

N

天井高 3,550mmのトイレは大きなハイサイド
ライトを設えることで明るく、風通しがよい居
心地の良いトイレとなる。

外装の焼杉は塩害対策で使用してきた瀬戸内の街並みを想起させる。
また、焼杉は経年変化によって変色するため、時間の経過を待合いど
ころと共に感じ取ることができる。

N

多目的トイレ待合所

ベンチ：躯体と一体施工　
H：＋400

面積表

人の居場所となる 1 層目、風を取り込む 2 層目、光を取り込む 3 層目の 3 段構成
とすることで、緩やかな時間の流れとともに移ろう瀬戸内
の大きな環境を感じながら時間を過ごす
ことができる空間をつくります。

家・山並みが見える

フェリーが見える

造船所が見える

対岸が見える

瀬戸内海が見える

待機レーンが見える

5,
30
0

2,
50
0西側立面：既存駐車場側から見る

東側立面：待機レーン側から見る


